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日
本
医
師
会
か
ら
の
要
請
が

あ
れ
ば
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣

に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
と
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

会
議
で
は
日
本
医
師
会
と

熊
本
県
医
師
会
が
毎
日
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
を
開
き
、
最
新
の
被

害
・
支
援
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
、
ま
た
、
熊
本
県
医
師

会
を
中
心
と
す
る
指
揮
調
整

体
制
の
下
に
必
要
な
支
援
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

全
国
の
医
師
会
と
力
を 

合
わ
せ
支
援
に
当
た
る 

　
　
　
　   

─
松
本
会
長

同
日
に
は
、
松
本
会
長
並

び
に
藤
原
慶
正
常
任
理
事
が

記
者
会
見
を
行
い
、
発
災
か

ら
の
日
本
医
師
会
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。松

本
会
長
は
「
被
災
地
で

は
、
多
く
の
場
合
、
医
療
と

介
護
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る

要
配
慮
者
へ
の
対
策
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
災
害
関
連

死
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
。
引
き
続
き
、

熊
本
県
医
師
会
、
そ
し
て
全

国
の
医
師
会
と
力
を
合
わ

せ
、
支
援
に
当
た
る
意
向
を

示
し
た
。

藤
原
常
任
理
事
は
、
医
師

会
の
災
害
対
応
の
最
終
的
な

目
標
は
、
被
災
地
に
地
域
医

療
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
取
り
戻
す
こ
と
に
あ

り
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
活
動
す

る
医
療
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
改
め
て
説
明
。
「
日

本
医
師
会
は
引
き
続
き
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
を
含
め
た
様
々
な
医
師

会
活
動
を
通
じ
て
、
被
災
者

の
生
命
や
健
康
を
守
り
、
被

災
地
の
公
衆
衛
生
を
回
復
さ

せ
る
と
と
も
に
、
災
害
関
連

死
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
被
災
地

の
地
域
医
療
や
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
再
生
・
復
興

を
支
援
し
て
い
く
」と
し
た
。

そ
の
他
、
同
常
任
理
事
は

令
和
８
年
熊
本
地
震
に
係
る

医
療
保
険
等
の
対
応
と
し

て
、
（
１
）
自
宅
等
に
マ
イ

ナ
保
険
証
等
を
残
し
た
ま
ま

避
難
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
安
心
し
て
保
険
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
、
（
２
）
今
回
の
地

震
は
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
自
動
待
機

基
準
」
が
適
用
さ
れ
る
災
害

と
な
る
た
め
、
個
別
の
通
知

の
発
出
を
待
た
ず
に
、
災
害

時
に
お
け
る
診
療
報
酬
上
の

施
設
基
準
が
緩
和
さ
れ
る

─
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。ま

た
、
30
日
か
ら
は
藤
原

常
任
理
事
を
現
地
に
派
遣
。

同
常
任
理
事
は
八
代
市
医
師

会
、
八
代
郡
市
医
師
会
、
宇

土
地
区
医
師
会
、
下
益
城
郡

医
師
会
を
訪
問
し
、
現
地
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
、道
路
の
損
壊
、

瓦
屋
根
の
落
下
な
ど
、
建
物

の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
。

31
日
に
は
、
令
和
８
年
熊

本
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
並
び
に

熊
本
県
医
師
会
等
と
各
都
道

府
県
医
師
会
も
参
画
す
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い

て
協
議
を
実
施
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
①
現
地
で

は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
に
よ
る
病
院

支
援
が
お
お
む
ね
進
み
、
今

後
は
避
難
所
、福
祉
避
難
所
、

介
護
施
設
等
へ
の
支
援
が
中

心
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
②

特
に
被
害
が
大
き
い
八
代
地

区
や
宇
城
地
区
を
中
心
に
、

多
数
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ

て
お
り
、
今
後
継
続
的
な
医

療
支
援
が
必
要
な
状
況
と
な

っ
て
い
る

─
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
に
つ

い
て
は
九
州
管
内
の
対
応
か

ら
、
全
国
の
都
道
府
県
医
師

会
に
よ
る
支
援
体
制
へ
拡
大

す
る
こ
と
を
決
定
。
協
力
要

請
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

の
方
針
等
を
説
明
し
た
。

今
後
は
、
熊
本
県
庁
内
に

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本
部
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
八
代
地
区

及
び
宇
城
地
区
に
お
い
て
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
地
域
本
部
を
整

備
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
調
整
本
部
等
を
中
心
に
全

国
か
ら
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
受
け

入
れ
及
び
活
動
調
整
を
行
う

こ
と
に
な
る
。

熊
本
県
医
師
会
に
支
援
金

を
送
付
す
る
こ
と
を
決
定

日
本
医
師
会
で
は
さ
ら

に
、
８
月
４
日
に
開
催
し
た

第
13
回
常
任
理
事
会
に
お
い

て
当
座
の
支
援
と
し
て
、
日

本
医
師
会
の
予
算
か
ら
見
舞

金
１
０
０
０
万
円
を
熊
本
県

医
師
会
に
送
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

29
日
の
災
害
対
策
本
部
会

議
は
熊
本
、
福
岡
、
鹿
児
島

の
各
県
医
師
会
等
の
参
加
の

下
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
行
わ
れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

会
長
は
、
被
災
者
に
お
見
舞

い
の
意
を
表
し
た
上
で
、「
日

本
医
師
会
と
し
て
、
最
大
限

の
支
援
を
行
い
た
い
」
と
強

調
。
ま
ず
は
正
確
な
状
況
把

握
に
努
め
、
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
熊
本
県
医
師
会

の
水
足
秀
一
郎
会
長
、
坂
本

不
出
夫
副
会
長
、
西
芳
徳
理

事
の
他
、
日
本
医
師
会
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
、
先
遣
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
現
地
入
り
し

て
い
た
横
倉
義
典
福
岡
県
医

師
会
常
任
理
事
か
ら
、
医
療

機
関
の
被
害
な
ど
、
現
地
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。ま

た
、
瀬
戸
裕
司
福
岡
県

医
師
会
副
会
長
並
び
に
桶
谷

薫
鹿
児
島
県
医
師
会
副
会
長

か
ら
は
、
熊
本
県
医
師
会
と

日本医師会
「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」の
発
災
を
受
け
、

                         

災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
催

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
を
全
国
か
ら
の
支
援
体
制
に
拡
大
す
る
こ
と
を
決
定

　日本医師会は、7月28日に熊本県熊本地方を震源とする最大震度7の地震が発生し
たことを受け、直ちに災害対策本部（本部長：松本吉郎会長）を設置。翌29日には
第1回災害対策本部会議をWEBで開催するとともに、31日にはJMAT（日本医師会
災害医療チーム）の派遣を全国からの支援体制に拡大することを決定した。

　日本医師会では、令和８年熊本地震に関連する通知、
定例記者会見や災害対策本部会議の模様を伝える「日
医君だより」などを一つにまとめ、「令和８年熊本地震
関連情報」として、日本医師会ホームペー
ジのトップページに掲載しています。ぜひ、
ご活用ください。

ご活用ください！
「令和８年熊本地震関連情報」
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日
本
医
師
会
役
員
就
任
披

露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
７
月
28

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
第
１
６
２
回
日
本
医

師
会
定
例
代
議
員
会
で
選

任
・
選
定
さ
れ
た
第
３
次
松

本
執
行
部
が
披
露
さ
れ
た
。

当
日
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
開

始
直
前
に
令
和
８
年
熊
本
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

高
市
早
苗
内
閣
総
理
大
臣
を

始
め
と
す
る
現
役
閣
僚
は
そ

の
対
応
の
た
め
欠
席
と
な
っ

た
が
、
新
執
行
部
は
与
野
党

の
国
会
議
員
を
始
め
約
６
０

０
名
の
出
席
者
よ
り
祝
福
と

激
励
を
受
け
た
。

新
役
員
一
同
は
午
後
５

時
、
盛
大
な
拍
手
に
迎
え
ら

れ
て
登
壇
。
茂
松
茂
人
副
会

長
が
、
「
午
後
４
時
27
分
に

熊
本
で
震
度
７
の
地
震
が
起

き
た
。
ま
だ
詳
細
な
状
況
は

分
か
ら
な
い
が
、
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
た
い
」
と
し
た

上
で
、
無
投
票
で
松
本
執
行

部
が
３
期
目
を
迎
え
た
こ
と

に
謝
意
を
示
し
、
開
会
を
宣

言
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
松
本
吉
郎
会
長
は
被
災
地

の
様
子
を
気
遣
い
つ
つ
、「
高

市
総
理
よ
り
、
出
席
が
か
な

わ
な
く
な
っ
た
と
、
先
ほ
ど

個
人
的
に
も
連
絡
を
も
ら
っ

日本医師会役員就任披露パーティー
多くの参会者が第３次松本執行部の門出を祝う

た
」
と
報
告
。
３
期
目
に
当

た
っ
て
は
、
「
光
栄
で
あ
る

と
同
時
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
」
と
し
て
、
こ
の
厳
し

い
医
療
情
勢
の
中
、
役
員
一

同
で
力
を
合
わ
せ
て
い
く
と

し
た
。

そ
の
上
で
松
本
会
長
は
、

「
各
地
の
医
師
は
全
力
で
患

者
さ
ん
の
診
療
に
当
た
っ
て

い
る
が
、
一
人
の
医
師
、
一

つ
の
医
療
機
関
だ
け
で
は
地

域
医
療
を
支
え
ら
れ
な
い
」

と
述
べ
、
地
域
の
医
師
が
連

携
す
る
基
盤
と
な
る
地
域
医

師
会
の
重
要
性
を
強
調
。
そ

の
地
域
医
師
会
を
支
援
す
る

の
が
日
本
医
師
会
の
役
割
で

あ
る
と
し
て
、
医
療
制
度
の

充
実
や
政
策
提
言
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
高

市
総
理
は
、
政
府
と
し
て
、
効

率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供

体
制
へ
の
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
す
る
と
と
も
に
、

物
価
高
騰
や
賃
上
げ
に
よ

り
、
厳
し
い
状
況
に
直
面
す

る
医
療
機
関
を
支
援
す
る
た

め
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算

で
は
医
療
分
で
１
兆
円
を
超

え
る
「
医
療
・
介
護
等
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
盛
り
込
み
、

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
30
年
ぶ
り
に
３
％
を

上
回
る
改
定
率
と
し
た
こ
と

を
強
調
。
今
後
も
、
地
域
で

必
要
な
医
療
提
供
体
制
の
確

保
に
注
力
し
て
い
く
と
し

て
、理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
、
鈴
木
俊
一
自
由

民
主
党
幹
事
長
が
登
壇
。「
大

切
な
こ
と
は
医
療
供
給
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
だ
が
、
医

療
機
関
が
物
価
高
騰
と
賃
金

上
昇
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
る
こ
と
は
自
民
党
と

し
て
も
把
握
し
て
い
る
」
と

鈴木自民党幹事長

田村自民党政調会長代行／社会保障制度調査会長

述
べ
る
と
と
も
に
、
安
定
し

た
医
療
供
給
体
制
あ
っ
て
こ

そ
の
国
民
皆
保
険
制
度
だ
と

し
て
、
イ
ン
フ
レ
下
に
お
い

て
医
療
機
関
を
守
っ
て
い
く

と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

ま
た
、
先
般
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
６

（
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
）
」

に
お
い
て
、
物
価
高
騰
や
賃

金
上
昇
を
医
療
分
野
に
も
反

映
さ
せ
る
趣
旨
が
明
記
さ
れ

た
こ
と
に
言
及
し
、
実
現
に

向
け
て
尽
力
す
る
と
し
た
。

田
村
憲
久
自
民
党
政
調
会

長
代
行
／
社
会
保
障
制
度
調

査
会
長
は
、「
昨
年
末
の
『
国

民
医
療
を
守
る
た
め
の
総
決

起
大
会
』
で
皆
さ
ん
が
気
勢

を
上
げ
ら
れ
、
若
干
診
療
報

酬
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

ま
だ
厳
し
い
医
療
機
関
が
あ

る
の
が
現
状
だ
」
と
し
て
、

与
党
の
協
議
に
お
い
て
も
良

い
形
に
な
る
よ
う
努
め
て
い

く
姿
勢
を
強
調
。
物
価
高
騰

や
賃
金
上
昇
が
反
映
さ
れ
、

医
療
の
技
術
進
化
・
進
展
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
源

の
在
り
方
に
も
知
恵
を
絞
っ

て
い
き
た
い
と
し
た
。

加
藤
勝
信
自
民
党
政
治
制

度
改
革
本
部
長
は
、
特
に
地

方
に
お
い
て
は
深
刻
な
人
口加藤自民党政治制度改革本部長

減
少
が
進
む
中
、
ど
の
よ
う

に
医
療
を
守
る
か
が
大
き
な

課
題
だ
と
し
、
「
イ
ン
フ
レ

の
時
代
に
お
い
て
、
デ
フ
レ

か
ら
頭
を
切
り
替
え
て
対
応

し
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と

指
摘
。
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
歩
ん
で
い
く
よ
う
松

本
執
行
部
に
期
待
を
寄
せ
、

そ
れ
を
支
え
て
い
く
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。

門
脇
孝
日
本
医
学
会
長

は
、
「
日
本
医
師
会
と
日
本

医
学
会
は
、
国
民
医
療
を
支

え
る
『
車
の
両
輪
』
と
し
て

歩
ん
で
き
た
が
、
第
３
次
松

本
執
行
部
の
下
で
一
層
連
携

を
深
め
、
国
民
か
ら
よ
り
信

頼
さ
れ
る
医
療
体
制
の
構
築

に
貢
献
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

そ
の
後
、
久
米
川
啓
日
本

医
師
会
代
議
員
会
議
長
／
香

川
県
医
師
会
長
の
音
頭
に
よ

り
乾
杯
が
行
わ
れ
、
会
場
で

は
、
第
３
次
松
本
執
行
部
へ

の
激
励
の
言
葉
が
飛
び
交
っ

た
。こ

の
他
、
石
破
茂
前
内
閣

総
理
大
臣
、
西
村
康
稔
自
民

党
選
挙
対
策
委
員
長
、
玉
木

雄
一
郎
国
民
民
主
党
代
表
、

竹
谷
と
し
子
公
明
党
代
表
な

ど
が
訪
れ
、
新
執
行
部
誕
生

に
対
す
る
祝
辞
を
述
べ
た
。

午
後
６
時
30
分
、
池
端
幸

彦
副
会
長
が
、
「
医
療
は
国

民
の
生
活
を
守
り
、
地
域
を

守
る
大
切
な
社
会
基
盤
の
一

つ
。
本
日
い
た
だ
い
た
激
励

の
言
葉
を
力
に
変
え
、
未
来

の
医
療
の
た
め
に
邁ま

い
し
ん進

し
て

い
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
、

パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
了
と
な
っ

た
。
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な
き
個
人
デ
ー
タ
等
の
第
三

者
提
供
を
可
能
と
し
て
は
ど

う
か
」
と
の
方
針
が
示
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
日
本
医
師

会
は
同
年
３
月
に
同
方
針
へ

の
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
医
療
関
係
者
や
国
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
や
議
論
を
求

め
る
意
見
書
を
個
情
委
に
提

出
。そ

の
後
の
協
議
で
は
、
医

療
情
報
を
収
集
す
る
事
業
者

に
対
し
て
、
個
情
委
規
則
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
通
じ

て
、
次
世
代
医
療
基
盤
法
と

同
等
以
上
の
縛
り
を
掛
け
る

よ
う
に
進
め
る
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。

ま
た
、
国
会
で
の
議
論
で

は
、
松
本
デ
ジ
タ
ル
大
臣
な

ど
か
ら
「
法
案
成
立
後
、
日

本
医
師
会
な
ど
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
も
交
え
て
、
個
情

委
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
」

と
の
答
弁
な
ど
が
な
さ
れ
て

い
た
。

同
大
臣
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
改
正
個
情
法
が
可

決
・
成
立
し
た
こ
と
を
松
本

会
長
と
長
島
常
任
理
事
に
報

告
。
そ
の
上
で
「
こ
れ
か
ら

個
情
委
規
則
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

松本会長、長島常任理事
松本デジタル大臣と懇談し
 改正個人情報保護法の具体的な制度設計に向け
                                      連携していくことを確認

松
本
吉
郎
会
長
と
長
島
公

之
常
任
理
事
は
７
月
27
日
、

日
本
医
師
会
館
を
訪
れ
た
松

本
尚
デ
ジ
タ
ル
大
臣
と
面
会

し
、
同
月
10
日
に
国
会
で
可

決
・
成
立
し
た
改
正
個
人
情

報
保
護
法
（
以
下
、
改
正
個

情
法
）
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。
改
正
内
容
を
踏
ま

え
た
今
後
の
具
体
的
な
制
度

設
計
に
向
け
て
、
医
療
現
場

や
国
民
に
不
安
が
生
じ
な
い

よ
う
、
し
っ
か
り
と
連
携
し

て
い
く
考
え
を
共
有
し
た
。

個
情
法
を
巡
っ
て
は
、
個

人
情
報
保
護
委
員
会（
以
下
、

個
情
委
）
か
ら
昨
年
２
月
、

「
特
定
の
個
人
と
の
対
応
関

係
が
排
斥
さ
れ
た
統
計
情
報

等
の
作
成
に
の
み
利
用
す
る

こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
を
条
件
に
、
本
人
同
意

2027（令和9）年度予算要求要望

＜概算要求＞
（1）地域医療への予算確保
（2）医療DXの適切な推進のための予算確保
（3）医薬品の安定供給のための予算確保

＜事項要求＞
（1）�妊娠、出産費用のための予算確保
（2）�医療機関が賃金・物価高騰に対

応するための予算確保
要望の全文は
こちら

松
本
吉
郎
会
長
は
７
月
31

日
、
厚
生
労
働
省
を
訪
れ
、

上
野
賢
一
郎
厚
労
大
臣
に

「
２
０
２
７（
令
和
９
）
年
度
予

算
要
求
要
望
」を
手
交
し
た
。

今
回
手
交
し
た
要
望
書

は
、
同
月
21
日
に
開
催
さ
れ

た
第
12
回
常
任
理
事
会
で
機

関
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
概
算
要
求

と
し
て
（
１
）
地
域
医
療
へ

の
予
算
確
保
、
（
２
）
医
療

Ｄ
Ｘ
の
適
切
な
推
進
の
た
め

の
予
算
確
保
、
（
３
）
医
薬

品
の
安
定
供
給
の
た
め
の
予

算
確
保

─
の
３
項
目
を
、

事
項
要
求
と
し
て
「
妊
娠
、

出
産
費
用
の
た
め
の
予
算
確

保
」
「
医
療
機
関
が
賃
金
・

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め

の
予
算
確
保
」
の
２
項
目
を
、

そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
る
。

（
１
）
に
つ
い
て
松
本
会

長
は
、
予
算
要
求
項
目
で
あ

る
「
救
急
災
害
医
療
等
」
に

関
連
し
て
、
同
月
28
日
に
発

生
し
た
「
令
和
８
年
熊
本
地

震
」
に
触
れ
、
「
高
市
早
苗

内
閣
総
理
大
臣
に
も
医
療
機

関
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
し
っ
か
り
対
応
い
た

だ
い
て
い
る
」
と
感
謝
の
意

を
表
明
。
こ
れ
に
対
し
て
上

野
厚
労
大
臣
は
、
「
政
府
の

災
害
対
策
本
部
に
お
い
て

も
、
医
療
機
関
や
社
会
福
祉

施
設
等
に
対
し
て
、
給
水
の

確
保
等
を
含
め
た
対
応
を
十

分
に
行
う
よ
う
、
高
市
総
理

か
ら
は
指
示
を
受
け
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
松
本
会
長
は
被
災

し
た
医
療
機
関
に
お
け
る
水

の
確
保
を
懸
念
し
、
上
野
厚

労
大
臣
に
対
処
を
要
請
。
上

野
厚
労
大
臣
は
状
況
が
分
か

り
次
第
、
改
め
て
報
告
す
る

と
し
た
。

一
方
、
松
本
会
長
は
「
現

在
は
九
州
の
各
県
医
師
会
を

中
心
と
し
た
支
援
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

が
被
災
地
に
入
っ
て
い
る

が
、
全
国
の
医
師
会
に
対
し

て
、
必
要
が
生
じ
た
際
に
は

速
や
か
に
現
地
入
り
で
き
る

よ
う
準
備
を
要
請
し
て
い

る
」
と
説
明
。
上
野
厚
労
大

臣
は
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
医
師
会
と
も
連
携
し
な

が
ら
災
害
対
応
を
進
め
て
い

く
姿
勢
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
「
今
回
の
地
震

で
倒
壊
し
た
診
療
所
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
診
療
所
に
対
す

る
支
援
も
要
望
。
上
野
厚
労

大
臣
は
、
「
10
年
前
の
平
成

28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

医
療
機
関
の
う
ち
、
今
回
の

地
震
で
再
び
被
害
を
受
け
た

所
も
あ
り
、
支
援
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
話
し
た
。

（
２
）
に
つ
い
て
松
本
会

長
は
、
上
野
厚
労
大
臣
が
同

月
21
日
の
閣
議
後
会
見
に
お

い
て
、
昨
年
12
月
に
成
立
し

と
に
触
れ
、
「
と
て
も
あ
り

が
た
い
発
言
だ
っ
た
」
と
謝

意
を
示
し
た
。

ま
た
、（
３
）に
つ
い
て
は
、

供
給
確
保
医
薬
品
の
原
薬
の

安
定
供
給
体
制
の
強
化
を
求

め
た
。

一
方
、
事
項
要
求
の
「
妊

娠
、
出
産
費
用
の
た
め
の
予

算
確
保
」
に
関
し
て
、
松
本

会
長
は
「
通
常
の
出
産
費
用

に
係
る
現
金
給
付
の
総
額
は

３
５
０
０
億
円
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
こ
の
水
準
で

あ
る
と
産
科
医
療
機
関
の
経

営
は
非
常
に
厳
し
い
」
と
窮

状
を
訴
え
、理
解
を
求
め
た
。

日
本
医
師
会
で
は
引
き
続

き
、
こ
の
要
望
書
を
基
に
政

府
・
与
野
党
等
に
対
し
て
、

そ
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

た
医
療
法
等
改
正
法
に
盛
り

込
ま
れ
た
電
子
カ
ル
テ
の
普

及
率
目
標
に
関
す
る
規
定
に

つ
い
て
、
「
目
標
達
成
の
義

務
は
政
府
に
課
さ
れ
た
も
の

で
、
医
療
機
関
に
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
を
義
務
付
け
る
も

の
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
こ

ン
の
中
で
、
厳
し
く
ル
ー
ル

を
決
め
、
ど
う
い
う
項
目
を

入
れ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
、
私
が
し
っ
か
り
と
注

視
し
た
上
で
、
運
用
を
進
め

て
い
く
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
後
、
具
体
的
な
議
論

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
各
所
の
意
見
を
し
っ
か

り
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
姿
勢
も
示
し
、
理
解
を

求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
松
本
会
長

と
長
島
常
任
理
事
は
一
定
の

理
解
を
示
し
た
。そ
の
上
で
、

長
島
常
任
理
事
は
、
こ
れ
か

ら
個
情
委
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
で
事
業
者
側
の
情
報

管
理
の
在
り
方
な
ど
を
定
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
説
明

す
る
と
と
も
に
、
「
そ
の
際

に
は
個
情
委
事
務
局
と
緊
密

な
連
携
を
取
り
、
決
し
て
医

療
現
場
と
国
民
に
不
安
を
生

じ
さ
せ
な
い
仕
組
み
と
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と
強

調
。松

本
デ
ジ
タ
ル
大
臣
も
理

解
を
示
し
、
懇
談
は
終
了
と

な
っ
た
。

松本会長
「
２
０
２
７（
令
和
９
）年
度
予
算
要
求
要
望
」を

                                             

上
野
厚
労
大
臣
に
提
出
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骨
太
の
方
針
の
閣
議
決
定
を
踏
ま
え

 

「
医
療
給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の

    

数
値
目
標
導
入
」
等
に

反
対
の
姿
勢
を
示
す

7
月
22
日

療
分
野
に
関
す
る
記
載
内
容

に
つ
い
て
は
、
母
子
保
健
、

有
床
診
療
所
、
循
環
器
病
、

脳
卒
中
・
心
臓
病
な
ど
、
原

案
の
段
階
か
ら
加
筆
さ
れ
、

特
出
し
さ
れ
た
部
分
も
あ
っ

た
と
し
、
「
こ
う
し
た
部
分

に
お
け
る
政
策
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

骨
太
の
方
針
で
示
さ
れ
た

「
社
会
保
障
負
担
率
」
に
つ

い
て
は
、
医
療
・
介
護
・
年

金
等
の
保
険
料
負
担
等
の

「
社
会
保
障
負
担
の
額
」
を
、

雇
用
者
報
酬
、
企
業
所
得
、

財
産
所
得
を
合
計
し
た
「
国

民
所
得
の
額
」
で
割
っ
た
数

値
で
あ
る
と
し
、
「
こ
の
社

会
保
障
負
担
率
の
計
算
式
に

は
公
費
負
担
は
ほ
と
ん
ど
含

ま
れ
て
い
な
い
。
税
収
が
上

振
れ
し
て
い
る
中
、
公
費
負

担
、
す
な
わ
ち
税
を
し
っ
か

り
と
医
療
に
投
入
す
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
改

め
て
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
よ
る
数

値
目
標
の
導
入
に
反
対
の
姿

勢
を
示
し
た
上
で
、
「
近
年

の
伸
び
率
は
物
価
高
騰
、
賃

上
げ
に
よ
り
医
療
費
の
伸
び

率
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
む
し
ろ
足
元
の
医
療

費
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い

る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

高
齢
者
の
医
療
費
の
窓
口

負
担
の
見
直
し
に
当
た
っ

て
は
丁
寧
な
議
論
が
必
要

ま
た
、
松
本
会
長
は
高
齢

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
に
も

触
れ
、
「
70
歳
以
上
の
高
齢

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
『
原

則
３
割
』
、
外
来
特
例
の
廃

止
」
に
つ
い
て
容
認
で
き
な

い
姿
勢
を
示
し
た
上
で
、
ま

ず
、
（
１
）
高
齢
者
は
複
数

の
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人
や

低
所
得
の
人
も
多
く
い
る
、

（
２
）
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
割
合
は
、
３
８
３
万
円

以
上
の
現
役
並
み
所
得
の
３

割
負
担
の
人
が
７
％
、
２
割

負
担
の
人
が
20
％
、
年
収
約

２
０
０
万
円
以
下
の
１
割
負

担
の
人
が
73
％
（
令
和
５
年

度
平
均
）
で
あ
る

─
点
を

説
明
。

そ
の
上
で
、
「
応
能
負
担

の
観
点
は
必
要
だ
が
、
自
助
、

共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
物
価
高
騰
等

に
よ
り
税
収
が
伸
び
る
中
、

低
所
得
者
等
に
配
慮
し
つ

つ
、
少
し
ず
つ
段
階
を
経
る

必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
医
療

費
水
準
や
受
診
状
況
、
家
計

の
状
況
、
更
に
は
高
齢
の
親

を
持
つ
家
族
の
経
済
的
負
担

な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
、
丁
寧

な
議
論
を
進
め
て
い
く
重
要

性
を
強
調
し
た
。

松
本
吉
郎
会
長
は
、
７
月

21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
２
６
」
、
い

わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
２
０

２
６
」
に
対
し
て
、
日
本
医

師
会
の
見
解
を
示
し
た
。

松
本
会
長
は
ま
ず
、
医
療

費
に
つ
い
て
、
来
年
度
は
診

療
報
酬
改
定
が
な
い
年
で
あ

る
こ
と
に
言
及
。
令
和
８
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
改
定
率

の
う
ち
、
賃
上
げ
分
は
令
和

８
年
度
と
令
和
９
年
度
の
２

年
度
平
均
で
プ
ラ
ス
１
・

70
％
（
令
和
８
年
度
プ
ラ
ス

１
・
23
％
、
令
和
９
年
度
プ

ラ
ス
２
・
18
％
）
、
物
価
対

応
分
は
２
年
度
平
均
で
プ
ラ

ス
０
・
76
％
（
同
プ
ラ
ス
０
・

55
％
、
同
プ
ラ
ス
０
・
97
％
）

と
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
た
上

で
、
「
現
在
は
更
に
物
価
高

騰
、
賃
金
上
昇
が
進
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
、
令
和
９
年

度
予
算
に
お
い
て
も
更
な
る

対
応
が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

骨
太
の
方
針
の
う
ち
、
医

令
和
８
年
度
都
道
府
県
医

師
会
組
織
強
化
担
当
役
職
員

連
絡
協
議
会
が
７
月
17
日
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
本
年
７
月
１

日
現
在
の
会
員
数
が
17
万
８

９
８
５
名
と
な
り
、
過
去
最

高
を
更
新
し
続
け
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
日
頃
の
理
解
と
協
力
に

改
め
て
感
謝
の
意
を
示
し
た
。

本
連
絡
協
議
会
を
例
年

（
10
月
）
よ
り
も
前
倒
し
で

開
催
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
毎
年
４
月
を
中
心
に

都
道
府
県
医
師
会
で
実
施
し

て
い
る
新
臨
床
研
修
医
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
り

組
み
が
、
そ
の
年
の
12
月
に

日
本
医
師
会
が
実
施
し
て
い

る
会
員
数
調
査
の
結
果
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
数
カ
月
が
組
織
強

化
の
た
め
の
勝
負
の
時
と
考

え
た
」
と
説
明
。
組
織
強
化

に
向
け
た
更
な
る
協
力
を
求

め
た
。

議
事
で
は
ま
ず
、
加
藤
豊

常
任
理
事
が
「
日
本
医
師
会

の
会
員
数
は
増
加
を
続
け
て

い
る
も
の
の
、
組
織
率
を
見

る
と
50
％
台
前
半
と
な
っ
て

お
り
、
会
員
数
を
更
に
増
や

す
こ
と
が
必
要
だ
」
と
指
摘
。

そ
の
方
策
に
つ
い
て
は
、

「
日
本
医
師
会
に
未
加
入
の

郡
市
区
等
医
師
会
員
に
、
い

か
に
日
本
医
師
会
の
会
員
に

な
っ
て
も
ら
う
か
だ
」
と
し

て
、
郡
市
区
等
医
師
会
の
入

会
時
に
自
動
的
に
日
本
医
師

会
に
も
入
会
す
る
よ
う
、
定

款
を
改
正
す
る
こ
と
も
案
と

し
て
提
示
し
た
。
ま
た
、
勤
務

医
や
研
修
医
へ
の
入
会
に
つ

い
て
も
継
続
し
て
働
き
掛
け

を
お
願
い
し
た
い
と
し
た
。

日
本
医
師
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
（
１
）
会
費

減
免
対
象
者
を
令
和
８
年
度

よ
り
卒
後
５
年
以
降
の
臨
床

研
修
医
ま
で
に
拡
大
、
（
２
）

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
研
修

医
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
入
会
に
係
る
Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
入
力
支
援
を
実
施

更なる組織強化に向けて好事例などを共有

令和８年度
       都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会

─
に
加
え
て
、
異
動
時
の

退
会
を
防
ぐ
た
め
の
「
Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
手
続
き
の
更
な
る

簡
素
化
の
検
討
」
や
、
各
都

道
府
県
医
師
会
に
対
し
て

「
組
織
強
化
に
係
る
取
り
組

み
へ
の
助
成
金
支
援
」
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
と
し
て
、

そ
の
活
用
を
求
め
た
。

引
き
続
き
、
都
道
府
県
医

師
会
か
ら
活
動
報
告
が
行
わ

れ
た
。

間
中
英
夫
山
形
県
医
師
会

長
は
、
平
成
30
年
か
ら
研
修

医
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

改
め
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
。
令
和
８
年
度
は
、
日
本

医
師
会
の
支
援
に
よ
り
そ
の

場
で
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
へ
の
登
録

支
援
も
実
施
し
、
参
加
者
の

７
割
の
入
会
に
つ
な
が
っ
た

と
し
て
、
そ
の
意
義
を
強
調

し
た
。

ま
た
、
山
形
県
医
師
会
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
医
学
生
会

員
制
度
を
創
設
し
、
サ
ー
ク

ル
活
動
へ
の
助
成
な
ど
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
今

後
も
医
学
生
か
ら
若
手
医
師

ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
関
わ

り
を
通
じ
て
、
地
域
医
療
を

担
う
人
材
の
確
保
・
定
着
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
の
考

え
を
示
し
た
。

濱
田
寛
子
和
歌
山
県
医
師

会
理
事
は
、
こ
れ
ま
で
新
臨

床
研
修
医
に
対
す
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

た
も
の
の
、
入
会
手
続
き
の

煩
雑
さ
や
説
明
不
足
に
よ

り
、
参
加
者
が
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
当
日
に
入
会
を
承

諾
し
て
も
、
後
日
の
入
会
手

続
き
に
つ
な
が
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、（
１
）

入
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
前
面
に

出
し
た
短
い
講
演
を
実
施
、

（
２
）
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
当
日
に
事
務
局
に
よ
る
入

会
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト

─

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
令
和

８
年
度
に
は
入
会
承
諾
者
全

員
の
入
会
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
を
報
告
。
研
修
医
に
入
会

し
て
も
ら
う
に
は
、
日
頃
の

指
導
医
や
臨
床
研
修
セ
ン
タ

ー
長
の
協
力
も
欠
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
理
事
は
資

料
を
基
に
、
自
身
が
新
臨
床

研
修
医
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
日
本
医
師
会
に
入
会
す

る
メ
リ
ッ
ト
（
医
師
賠
償
責

任
保
険
制
度
、
医
師
年
金
な

ど
）
や
、
日
本
医
師
会
の
役

割
（
現
場
の
意
見
を
政
府
に

届
け
る
）
な
ど
を
説
明
す
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
講
演
を

実
演
。
「
ぜ
ひ
、
参
考
と
し

て
ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
た
。

続
い
て
、
長
島
公
之
常
任

理
事
が
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
目
的

に
つ
い
て
、
「
入
会
手
続
き

の
負
担
を
大
き
く
減
ら
す
こ

と
で
、
入
会
を
増
や
し
、
異

動
に
よ
る
退
会
を
減
ら
す
こ

と
に
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

医
籍
登
録
番
号
が
不
明
な
人

の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
た
登
録
の
流
れ
な
ど

を
解
説
。
手
続
き
は
簡
単
だ

と
し
て
、「
各
種
集
会
な
ど
で

利
用
し
て
ほ
し
い
」と
し
た
。

ま
た
、
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を

用
い
た
入
会
案
内
・
操
作
等

で
お
困
り
の
場
合
は
、ぜ
ひ
、

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き

た
い
」
と
し
て
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
運
営
事
務
局
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（inquiry@mamis.

med.or.jp

）
や
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
（

０
１
２
０
─

１
１

０
─

０
３
０
）
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
協
議

で
は
、
活
動
報
告
を
行
っ
た

都
道
府
県
医
師
会
に
対
す
る

質
問
の
他
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の

手
続
き
の
更
な
る
簡
素
化
を

求
め
る
要
望
、
医
師
会
入
会

継
続
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と

広
報
す
べ
き
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
都
道
府

県
医
師
会
や
日
本
医
師
会
の

担
当
役
員
と
の
間
で
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）



（5）第1556号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和8年8月20日

①今まで訪れた中で一番感動した場所　②人生で最良の一冊と思われた本　③これまでで一番印象に残っている患者さんとのエピソード　④会員の先生方へ一言

①�後楽園球場。マイケル・ジャクソン初来日コンサートが忘れられません！

②�小学校時の昆虫図鑑と植物図鑑。知らない昆虫や植物を見掛ける度に調べて、穴が開くほど読みました。
③�専門である関節リウマチの患者さんと毎年行っていた日帰りピクニックです。管理栄養士さんにお弁当を作ってもらい、お昼はビ
ールを酌み交わし、午後は健康ランドでお風呂に浸かり、日頃の外来診療ではできない「人と人の交流」が楽しい思い出です。
④�医療を始めとする社会保障を取り巻く環境は、かつてないほど厳しさを増していますが、医療や介護現場の課題を解決し、克服し
ていくことが常勤役員の使命であり、現場を守り、国民により一層貢献できるよう全力で取り組んでまいります。

江
え ざ わ

澤 和
か ず ひ こ

彦

渡
わ た な べ

辺 弘
こ う じ

司

①�上高地。清らかな透き通る梓川の水に感動。
②�『坂の上の雲』（司馬遼太郎著）。志を持ち挑む姿に共感。
③�95歳で逝去された患者さんです。開業間もない頃から30年以上通院され、胃がんや急性心筋梗塞を乗り越えられました。ご家
族から「先生がこの村で開業してくれて本当に良かった」とのお言葉をいただき、地域医療に携わり、継続することの喜びを改
めて実感した忘れられない出来事です。

④�医師会は、現在の会員の先生のみならず、20年、30年後に医療を担う医学生や研修医も誇りを持って引き継げる組織でなければ
なりません。そのためにも、会員の先生方の声を大切にしながら組織強化に取り組み、地域医療と国民の健康を支える医師会を、
皆様と共に築いてまいります。坂

さ か も と

本 泰
た い ぞ う

三

①日本医師会理事室。ここで日本の医療体制を決めているのかと感動した。
②�『急に具合が悪くなる』（宮野真生子、磯野真穂著）。闘病記の範囲を超え、生きる・死ぬとは何かを根源的に考えさせられる。
③�30年以上診察していたダウン症患児とそのご両親。患児は生前、知的障害があるにもかかわらず、頻回に私の携帯に電話を掛け
てきてくれました。両親はどんなことも受け入れて介護されておられましたが、障害のある子どもを育てるとはどういうことか
を学ぶことができました。

④�「上医は国を治し、中医は人を治し、下医は病を治す」というと、地域におられる医師（私のような診療所等）は、“私には国は関
係ないかな”と思いがちですが、地域を治すことはできます。例えば、診療外でも学校保健や乳幼児健診、産業医、外部講師など
による健康教育も重要な活動であり、継続することにより地方から国を治し、健康管理により人を治すことができます。ぜひ、地
域医療活動にも目を向けてください。

①�昭和55年（1980年）、20歳で初めて渡米した際に見たヨセミテ公園の朝日に包まれるハーフドーム。
②�『君たちはどう生きるか』（吉野源三郎著）。小学6年生の時にコペル君を自分に重ね合わせて読みました。
③�順番を付けることができないほど、患者さんとの思い出がたくさんありますが、一番大変だった経験を一つ。医師不足になった離
島の精神科病院に赴任して、3名の医師で300名を超える入院患者さんの治療に当たった時の患者さんたちです。1年後には島内
のほぼ全員の患者さんたちと顔見知りになりました。
④�皆様方のご指導・ご支援のおかげで常任理事3期目を迎えますが“真に”役立つ常任理事を目指してまいります。引き続き、病院、
医学会、医師偏在対策の中の専門研修・専門医機構の在り方、新たに税制、精度管理等を担当します。どうかよろしくお願いいた
します。今

い ま む ら

村 英
ひ で ひ と

仁

濵
は ま ぐ ち

口 欣
き ん や

也

①�ブラジルのマナウス（アマゾン川河口から約1,500キロメートル上流の、アマゾン川本流とネグロ川が合流する地域にある町）。
小型ボートに乗り巨大ナマズ（ピララーラ）釣りにチャレンジしました。釣り上げたナマズの大きさに驚くとともに、雄大な自然
の中で生きる方々との交流は感動的でした。
②�『福翁自伝』（福沢諭吉著）。「学び実践し、自ら道を拓く。」“自我作古”の精神に貫かれた生き方に共感しました。
③�医学部卒業後、研修医として最初に受け持たせていただいた患者さん（終末期肺がん）が亡くなる直前、呼吸困難で意識が薄れて
いく中で「先生、ありがとう」と言ってくださったこと。「少しでも早く一人前の医師となり、一人でも多くの患者さんを救うこ
とで恩返ししたい」と心から思いました。
④�常任理事（3期目）に選任賜り感謝申し上げます。引き続き医療政策と広報を担当するとともに、がん・たばこ対策、健診・検診
事業の推進にも注力する所存です。特に、今期から重点項目に加わった「広報活動」では、国民に信頼される日本医師会を目指し、
迅速で分かりやすい情報発信に努めます。また、中央社会保険医療協議会委員として、懸命に地域医療を支えておられる会員各位
の声を真

し ん し

摯に受け止め、持続可能な医療提供体制の構築に資するよう取り組みます。黒
く ろ せ

瀨 　巌
いわお

①�オリエント急行（ウィーン─パリ間）。伝説的な豪華寝台列車の車内の優美さ。
②�『ブラック・ジャック　シリーズ』（手塚治虫作）。考察本の企画や小説化に関わったので。
③�24歳、男性。医局対抗野球大会で盗塁の際、右脛骨・腓骨骨折。直ちに入院し、数日後に、内固定手術を行う。強烈な痛み、手術、
ギプス、車椅子、松葉杖、装具と全て人生初体験。その患者体験が、その後の医師生活に役立つ。40年前の私です。

④�常任理事5期目となります。情報（医療DX）の分野は、私のライフワークでもありますが、近年の変化が大きく、今後更に加速
していきます。薬事は6年ぶりの担当となります。この分野も大きな変化が続いています。会員情報では、MAMISをしっかりと
軌道に乗せる必要があります。会員と国民のために、しっかり務めてまいります。

長
な が し ま

島 公
き み ゆ き

之

①�トルコ・イスタンブール。アジアとヨーロッパの文化が融合する魅力あふれる都市です。第二ボスポラス大橋は、日本のODAと建設技術の結晶であり、日本の国際貢献
を象徴する建造物として深く印象に残っています。
②�『プリンシプルのない日本』（白洲次郎著）。戦後復興と新憲法制定に尽力し、GHQにも臆することなく自らの信念を貫いたことから、「従順ならざる唯一の日本人」と称
された白洲次郎の生き方を描いた一冊です。吉田茂のブレーンとして貿易庁長官を務める一方、ケンブリッジ大学で学び、リーバイスやセビル・ロウの装いを粋に着こ
なし、スポーツや農作業を愛した人物でもありました。揺るぎないプリンシプルと気骨、そしてダンディズムを生涯貫いた姿に深く共感しています。
③�私が取り上げた赤ちゃんが成長し、やがて結婚して、そのお子さんを再び私が取り上げる。このように命のバトンを受け継ぐ瞬間に立ち会えることは、産婦人科医とし
て何ものにも代え難い幸福であり、大きな喜びです。
④�組織強化は、本会にとって最も重要な課題の一つです。2025年12月1日現在、会員数は178,583人となり、過去最高を更新することができました。これはひとえに先
生方のご理解とご尽力の賜物であり、心より感謝申し上げます。次なる目標は、会員数1％増です。その実現には、地方と中央、都道府県医師会と本会との相互理解を
一層深めることが不可欠です。地域の先生方と忌

きたん

憚のない議論を重ね、目線を一つにし、一致団結して協働することこそが、真の組織強化につながるものと考えています。
産婦人科分野では、健康保険法の改正に伴い、「出産費用の無償化」に関する議論が大詰めを迎えています。世界に誇る安心・安全な周産期医療体制を将来にわたって維
持し、医療機関を守るため、責任を持って議論に臨んでまいります。また、医師賠償責任保険制度、医師の働き方改革、周産期医療、国際分野を担当し、世界医師会を
始め、アメリカ医師会、ドイツ医師会の年次総会、韓国医師会などの国際会議に出席し、日本医師会のプレゼンス向上に努めています。今後とも、先生方のご理解とご
支援を賜りながら、情熱と仁をもって諸課題に真摯に取り組んでまいります。引き続き、よろしくお願い申し上げます。
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６
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／
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◆
主
催
：
産
業
医
科
大
学
、

日
本
医
師
会

◆
後
援
：
産
業
医
学
振
興
財

団◆
目
的
：
産
業
医
と
し
て
の

被
選
任
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
研
修
会

◆
開
催
期
間
：

第
１
ク
ー
ル
：
12
月
７
日

（
月
）
～
12
日
（
土
）
ま
で

の
６
日
間

第
２
ク
ー
ル
：
令
和
９
年
２

月
14
日
（
日
）
～
19
日
（
金
）

ま
で
の
６
日
間

◆
会
場
：
つ
く
ば
国
際
会
議

場
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園

２
─

20
─

３　

029
─

８
６

１
─

０
０
０
１
）

◆
定
員
：
６
４
０
名
（
１
ク

ー
ル
当
た
り
３
２
０
名
）

◆
申
込
要
件
：
①
日
本
の
医

籍
登
録
を
し
て
い
る
者
（
申

込
時
に
医
籍
登
録
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
）
②
全
日
程

参
加
で
き
る
者

◆
申
込
受
付
期
間
：
８
月
17

日
（
月
）
～
９
月
13
日
（
日
）

た
だ
し
、
先
着
順
に
１
２

８
０
名
を
受
け
付
け
、
１
２

８
０
名
の
中
か
ら
産
業
医
活

動
を
１
年
以
内
に
始
め
る
者

を
優
先
に
６
４
０
名
の
抽
選

を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
産
業
医
科
大

学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申

し
込
み
願
い
ま
す
。

申し込みは 
こちらから

◆
受
講
料
：
日
本
医
師
会
会

員
15
万
円
（
税
込
）
、
日
本

医
師
会
非
会
員
21
万
円
（
税

込
）
（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代
、

昼
食
代
を
含
む
）

◆
単
位
申
請
：
基
礎
研
修
50

単
位
（
前
期
研
修
14
単
位
、

実
地
研
修
10
単
位
、
後
期
研

修
26
単
位
）

◆
取
得
資
格
：
日
本
医
師
会

認
定
産
業
医
資
格
（
日
本
医

師
会
へ
の
申
請
に
よ
り
認
定

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
）

◆
講
師
・
講
演
内
容
等
：
詳

細
は
産
業
医
科
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
願
い
ま

す
。

◆
そ
の
他
：
産
業
医
科
大
学

の
受
講
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
（
た
だ
し
、
こ
の
受
講
証

明
書
は
認
定
産
業
医
の
資
格

を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医
制
度
基
礎
研
修
会

 

産
業
医
科
大
学
産
業
医
学
基
礎
研
修
会

首
都
圏
集
中
講
座
（
第
１
・
第
２
ク
ー
ル
）

◆
主
催
：
日
本
医
学
会

◆
後
援
：
日
本
医
師
会
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
読
売
新
聞
東
京
本
社

◆
日
時
：
９
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
～
５
時
５
分

◆
場
所
：
日
本
医
師
会
館
大

講
堂

◆
テ
ー
マ
：「
あ
な
た
に
合

っ
た
医
療
の
た
め
に
─
性
差

と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考
え

る
医
療
（
性
差
医
療
）
─
」

◆
定
員
：
３
０
０
名

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
開
会
あ
い
さ
つ
（
門
脇
孝

日
本
医
学
会
長
）

・
「
序
論
：
な
ぜ
医
療
に
性

差
の
視
点
が
必
要
な
の
か
」

（
綿
田
裕
孝
順
天
堂
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
代
謝
内
分

泌
内
科
学
教
授
）

・
「
性
差
医
療
の
歩
み
─

日

本
に
お
け
る
始
ま
り
と
広
が

り
─
」（
天
野
惠
子
一
般
財

団
法
人
野
中
東
皓
会
静
風
荘

病
院
特
別
顧
問
）

・
「
男
女
共
通
の
病
気
に
見

ら
れ
る
性
差
─
高
血
圧
・
脂

質
異
常
症
・
心
臓
病
な
ど
身

近
な
病
気
を
例
に
し
て
─
」

（
塚
田
弥
生
日
本
医
科
大
学

総
合
医
療
・
健
康
科
学
病
院

教
授
）

・
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ

っ
て
変
わ
る
健
康
課
題
─
健

康
長
寿
の
た
め
の
性
差
医
療

─
」（
小
川
純
人
東
京
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
老
年

病
学
教
授
）

・
「
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
に
お
け
る
性

差
を
考
慮
し
た
研
究
開
発
の

推
進
」
（
芳
賀
め
ぐ
み
日
本

第
40
回

日
本
医
学
会
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
あ
り
）

医
療
研
究
開
発
機
構
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
研
究
開
発
戦
略
推
進
部
部

長)・「
性
差
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
を
考
慮
し
た
『
10
学
会
合

同 

中
高
年
女
性
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
の
作
成
と

公
開
」
（
山
田
洋
輔
厚
生
労

働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局
参

与
／
順
天
堂
大
学
浦
安
病
院

総
合
診
療
科
准
教
授)

・「
性
差
医
療
が
ひ
ら
く
未

来
─
『
Ａ
Ｉ
や
ツ
ー
ル
も
活

用
し
た
受
診
支
援
』
と
『
性

差
医
療
の
発
展
』
─
」（
片

井
み
ゆ
き
政
策
研
究
大
学
院

大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
所

長
・
教
授
）

・
総
合
討
論

ヘッドホン・イヤホン難聴に
注意を呼び掛ける動画を制作

　ヘッドホンやイヤホンを使用している方の増加に伴って、将
来、ヘッドホン・イヤホン難聴になる方が増えることが懸念さ
れています。
　日本医師会では、その状況を踏まえ注意喚起を行うととも
に、予防を呼び掛けることを目的として、このほど、動画「今
すぐ実践！　ヘッドホン・イヤホン難聴対策」を制作し、公式
YouTubeチャンネルに掲載しました。
　動画では、和佐野浩一郎東海大学医学部付属病院感覚器疾患センター 
センター長が、ヘッドホン・イヤホン難聴の原因やその予防法などについて
分かりやすく解説しています。ぜひ、ご覧ください。
　なお、希望する会員の先生方には本動画のデータを差し上げています。

（1）所属機関、（2）氏名、（3）電話番号─を明記の上、タイトルを「ヘ
ッドホン・イヤホン難聴動画希望」として、下記までメールにて申し込みく
ださい。頂いたメールアドレス宛てに動画のダウンロードURLをお送りしま
す。
問い合わせ・申し込み先：

日本医師会広報課　 03-3946-2121（代）、 kouhou@po.med.or.jp

動画は
こちら

・
閉
会
あ
い
さ
つ
（
磯
博
康

日
本
医
学
会
副
会
長
）

◆
申
込
締
切
：
９
月
18
日

（
金
）
午
後
５
時

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
８
月
24
日

（
月
）
よ
り
日
本
医
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の「
開
催
案
内
」

欄
「
第
40
回
日
本
医
学
会
公

開
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
、
受
講

者
が
個
別
に
必
要
事
項
を
入

力
し
、申
し
込
み
願
い
ま
す
。

＊
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
受
講
す

る
と
、
日
本
医
師
会
生
涯
教

育
制
度
の
単
位
（
Ｃ
Ｃ
５
心

理
社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ
１
単

位
、
Ｃ
Ｃ
15
臨
床
問
題
解
決

の
プ
ロ
セ
ス
２
・
５
単
位
）

が
取
得
で
き
ま
す
。

※
大
講
堂
内
は
自
由
席
。
飲

食
は
禁
止
で
す
。

＊
旅
費
の
支
給
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

日医君の立体シールの日医君の立体シールの
発売を開始発売を開始（1枚500円）（1枚500円）

　購入方法等は日本医師会ホームペ
ージをご覧ください。

※�日本医師会員の先生方は1会
員／ 1医療機関最大10枚ま
で（送料無料）

※�一般の方は1人1枚まで（送
料自己負担）。 購入はこちら

池
端
幸
彦
副
会
長
、
濵
口

欣
也
常
任
理
事
は
、
韓
国
医

師
会
か
ら
の
招
待
に
よ
り
、

大
規
模
な
学
術
総
会
と
し
て

７
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
開

催
さ
れ
た
「
韓
国
医
師
会
第
43

回
学
術
総
会
」
に
出
席
し
た
。

７
月
11
日
の
開
会
式
典
で

は
、
キ
ム
・
テ
ク
ウ
韓
国
医

師
会
長
始
め
、
韓
国
医
師
会

代
議
員
会
議
長
、
韓
国
保
健

省
副
大
臣
ら
に
よ
る
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
た
。

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た

メ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
人
工

知
能
と
超
高
齢
社
会
の
時
代

に
お
け
る
医
療
分
野
に
必
要

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
で
は
、

池
端
副
会
長
が
「
超
高
齢
社

会
と
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
医

師
会
の
役
割
」
と
し
て
、
日

本
の
超
高
齢
社
会
の
現
状
を

説
明
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
強
化
、
医
師
の
働
き
方

改
革
、
Ａ
Ｉ
の
臨
床
利
用
に

向
け
た
検
討
な
ど
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
キ
ム
会
長
、
ジ
ャ

ッ
ク
リ
ー
ン
・
キ
ト
ゥ
ル
世

界
医
師
会
長
、
ウ
ィ
リ
ー
・

ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
ア
メ
リ
カ

医
師
会
長
が
講
演
し
、
診
療

現
場
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
利
用
の

急
増
の
現
状
、
「
技
術
対
人

間
」
か
ら
「
技
術
プ
ラ
ス
人

間
」
へ
の
発
想
の
転
換
、
新

興
技
術
の
活
用
方
法
と
い
っ

た
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る

医
師
主
導
の
重
要
性
な
ど
が

述
べ
ら
れ
た
。

学
術
総
会
に
先
立
っ
て
７

月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
韓
国

医
師
会
・
日
本
医
師
会
の
合

同
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
医
学
雑
誌

お
よ
び
学
術
出
版
に
お
け
る

学
術
的
連
携
」
で
は
、
池
端

副
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
座
長
を
務
め
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
濵
口

常
任
理
事
が
「
日
本
医
師
会

の
学
術
活
動
」
と
し
て
生
涯

教
育
制
度
の
運
営
、
医
学
雑

誌
の
発
行
、
医
学
図
書
館
の

紹
介
な
ど
を
行
い
、
続
い
て
英

文
査
読
誌
『JMA Journal

』

の
福
井
次
矢
編
集
長
が
「JMA 

Journal

の
創
刊
と
現
状
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
ジ
ャ

ー
ナ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

左から福井編集長、キム会長、キトゥル会長、アンダーウッド会長

講演する池端副会長

池端副会長、濵口常任理事

韓国医師会第43回学術総会に出席

タ
ー
や
投
稿
数
の
推
移
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

韓
国
医
師
会
か
ら
は
、
韓

国
に
お
け
る
医
学
雑
誌
の
Ａ

Ｉ
使
用
に
関
す
る
規
約
の
傾

向
や
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
論
文

執
筆
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
講
演
が
あ
っ
た
。

＊
後
日
、
日
本
医
学
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
を
す
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

学
会
〔

03
─

３
９
４
６
─

２

１
２
１
（
代
）〕
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夕
食
時
、
８
歳
の
長
男
が

「
医
者
に
な
り
た
い
」
と
言

い
出
し
た
。
こ
た
つ
を
挟
ん

で
向
か
い
合
っ
た
私
が
、
多

分
、
鳩
に
豆
鉄
砲
を
食
ら
っ

た
顔
を
し
て
彼
の
言
葉
を
聞

き
返
し
た
の
は
、
総
合
病
院

時
代
か
ら
多
忙
で
ほ
と
ん
ど

家
に
い
な
か
っ
た
私
の
職
業

に
憧
れ
を
抱
い
て
く
れ
て
い

る
な
ど
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
彼
は
更
に
、「
僕
、

父
さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
が
し

た
い
」
と
言
い
出
し
た
。
見

て
い
な
い
よ
う
で
、
私
の
背

中
を
見
て
く
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

父
親
冥み

ょ
う
り利
に
尽
き
る
言
葉

に
思
わ
ず
口
の
端
が
緩
ん

だ
。
「
長
男
、
こ
の
前
欲
し

い
っ
て
言
っ
て
た
ポ
ケ
モ
ン

カ
ー
ド
買
っ
て
あ
げ
よ
う

か
」
と
聞
く
と
、
「
そ
れ
よ

り
さ
、
一
緒
に
働
い
た
ら
い

く
ら
く
れ
る
の
？
」
と
聞
い

て
き
た
。
黙
っ
て
聞
い
て
い

た
妻
が
吹
き
出
し
た
。
「
そ

う
や
な
あ
、
長
男
が
医
者
に

な
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の
仕
事

が
で
き
る
か
見
て
か
ら
決
め

よ
う
か
」
と
答
え
る
と
、「
僕

ね
、
月
曜
日
と
木
曜
日
は
公

文
が
あ
る
か
ら
ね
」
と
言
う
。

「
あ
っ
、
水
曜
日
は
ス
イ

ミ
ン
グ
行
か
ん
な
ん
し
」「
う

昼
食
に
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

が
出
て
き
た
瞬
間
、
幼
少
期

の
母
と
の
や
り
取
り
が
、
記

憶
の
奥
底
か
ら
走
り
出
て
き

ま
し
た
。
当
時
、
鼻
垂
れ
小

僧
だ
っ
た
私
は
、
笑
福
亭
仁

鶴
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
３
分
間

待
つ
の
だ
ぞ
」
に
心
を
わ
し

づ
か
み
に
さ
れ
、
着
物
姿
の

女
性
が
描
か
れ
た
黄
色
い
箱

と
赤
い
箱
に
恋
い
焦
が
れ
て

い
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
は
ス
ー
パ
ー
に

も
コ
ン
ビ
ニ
に
も
あ
ふ
れ
、

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
高

級
デ
パ
ー
ト
ま
で
ど
こ
で
も

手
に
入
り
ま
す
が
、
当
時
は

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
見
た
こ

と
も
な
く
、
Ｃ
Ｍ
で
白
い
袋

か
ら
湯
気
を
立
て
な
が
ら
こ

ぼ
れ
出
て
く
る
カ
レ
ー
に
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
今
も
昔

も
子
ど
も
に
人
気
の
食
べ
物

で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

小
僧
の
大
好
物
で
も
あ
り
ま

し
た
。
母
の
手
作
り
か
近
所

の
食
堂
で
し
か
カ
レ
ー
ラ
イ

そ
れ
を
見
て
い
た
５
歳
の

次
男
が
、
「
父
さ
ん
だ
っ
て

忙
し
い
よ
ね
。
父
さ
ん
の
帰

り
が
遅
い
の
は
家
族
の
た
め

に
働
い
と
る
か
ら
や
よ
」
と

言
っ
た
。

開
業
し
て
半
年
、
総
合
病

院
時
代
よ
り
は
時
間
が
で
き

た
が
、
家
に
い
て
も
何
か
気

忙
し
く
子
ど
も
の
話
に
上
の

空
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

慣
れ
な
い
業
務
に
追
わ
れ
て

子
ど
も
の
寝
顔
を
見
る
た
め

だ
け
に
帰
る
日
も
あ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
次
男
の
言
葉

に
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。
次

男
に
、
「
将
来
は
お
父
さ
ん

み
た
い
に
お
医
者
さ
ん
に
な

る
か
？
」
と
聞
く
と
、
「
忙

し
い
の
嫌
や
か
ら
い
い
」
と

一
蹴
さ
れ
た
。

ん
」

「
金
曜
日
は
サ
ッ
カ
ー
あ

る
し
土
曜
日
は
ピ
ア
ノ
あ
る

か
ら
」
「
う
ん
」

「
日
曜
日
は
ゆ
っ
く
り
休

み
た
い
よ
ね
」
「
う
ん
」

「
だ
か
ら
働
く
な
ら
火
曜

日
か
な
」「
週
一
か
」「
う
ん
。

お
互
い
無
理
せ
ん
と
こ
う

よ
」

「
長
男
が
働
か
な
い
他
の

日
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」

「
そ
れ
は
父
さ
ん
が
働
い
て

よ
。
僕
は
結
構
忙
し
い
か
ら
」

長
男
は
そ
う
言
っ
て
味
噌

汁
を
一
気
に
か
き
こ
ん
だ
。

休
み
の
日
、
う
ち
の
柴
犬

と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る

と
、
お
昼
頃
に
は
い
つ
も
散

歩
に
行
き
た
が
り
ま
す
。
と

て
も
暑
い
日
で
も
室
内
は
暑

く
な
い
の
で
散
歩
に
行
き
た

が
り
ま
す
。
「
外
は
す
ご
く

暑
い
よ
」
と
言
っ
て
も
聞
く

耳
を
持
た
な
い
の
で
散
歩
に

出
掛
け
る
の
で
す
が
、
し
ば

ら
く
し
て
座
り
込
ん
だ
か
と

思
う
と
伏
せ
を
し
て
へ
ば
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る

と
仕
方
が
な
い
の
で
抱
っ
こ

し
て
家
に
戻
り
ま
す
。
「
や

っ
ぱ
り
暑
か
っ
た
で
し
ょ
」。

こ
ん
な
日
は
、
ミ
ミ
ズ
が

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を
た
く

さ
ん
這は

っ
て
い
ま
す
。
暑
い

日
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に

這
い
出
れ
ば
、
ま
ず
絶
対
に

助
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
近

く
に
日
影
が
あ
れ
ば
助
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
日
当
た
り
を
重
視

し
て
い
る
た
め
か
、
公
園
の

中
で
も
日
影
が
見
つ
か
ら
な

い
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
土
の
中
か
ら

這
い
出
れ
ば
ま
ず
助
か
ら
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ミ

ズ
が
た
く
さ
ん
這
っ
て
い
ま

す
。ど

う
し
て
な
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

時
ふ
と
考
え
ま
し
た
。
日
な

た
の
土
の
中
に
い
た
ら
地
面

の
温
度
が
高
く
な
っ
て
、
そ

こ
に
は
居
ら
れ
な
く
な
り
逃

げ
出
し
て
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
。

だ
と
す
れ
ば
土
の
中
に
と

ど
ま
っ
て
も
助
か
ら
ず
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に
這
い
出

し
て
き
て
も
ま
ず
助
か
ら
な

い
。
暑
い
日
に
日
な
た
の
土

の
中
に
い
た
、
た
だ
そ
の
こ

と
が
ミ
ミ
ズ
の
最
期
を
決
め

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
何
も

せ
ず
に
い
る
か
懸
命
の
努
力

を
す
る
か
、
そ
の
い
ず
れ
で

あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ

る
状
況
に
い
た
こ
と
が
最
期

を
決
め
る
の
で
す
。
人
と
し

て
は
な
ん
と
も
や
り
切
れ
な

い
こ
と
に
思
え
ま
す
。

だ
け
れ
ど
も
、
土
の
中
に

い
て
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上

に
這
い
出
し
て
も
、
い
ず
れ

に
し
て
も
助
か
ら
な
い
こ
と

な
ど
ミ
ミ
ズ
に
分
か
る
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
生
存

本
能
の
ま
ま
に
地
面
が
熱
い

か
ら
這
い
出
し
、
出
た
と
こ

ろ
も
熱
い
か
ら
這
っ
て
最
期

の
時
ま
で
這
い
続
け
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
や
り
切
れ
な

い
と
思
っ
て
い
た
こ
の
様
子

を
、
そ
の
時
々
に
行
う
べ
き

こ
と
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に

行
い
続
け
て
い
る
。
そ
う
考

え
直
し
て
み
る
と
、
ミ
ミ
ズ

は
最
期
の
最
期
ま
で
全
力
で

命
を
全
う
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
き
ま
し
た
。

夕
方
近
く
に
な
り
外
が
少

し
涼
し
く
な
っ
た
頃
、
う
ち

の
柴
犬
と
も
う
一
度
散
歩
に

出
掛
け
ま
す
。
今
こ
の
時
に

な
す
べ
き
こ
と
を
、
一
心
に

な
し
続
け
る
こ
と
の
尊
さ
を

ミ
ミ
ズ
に
教
え
て
も
ら
っ
た

気
に
な
っ
て
い
る
私
の
横

で
、
干
か
ら
び
た
ミ
ミ
ズ
を

見
つ
け
た
犬
は
大
喜
び
で

す
。
犬
は
干
か
ら
び
た
ミ
ミ

ズ
の
匂
い
が
た
ま
ら
な
い
よ

う
で
、
首
筋
に
グ
リ
グ
リ
こ

す
り
つ
け
ま
す
。
「
あ
あ
、

シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
て
も
ら
っ

た
ば
か
り
な
の
に
」。

こ
う
し
て
暑
い
日
の
夕

方
、
全
力
で
命
を
全
う
し
て

干
か
ら
び
た
ミ
ミ
ズ
に
気
を

払
い
な
が
ら
犬
と
の
散
歩
は

続
き
ま
す
。
お
し
ま
い
。

ス
を
食
べ
た
こ
と
の
な
か
っ

た
小
僧
に
と
っ
て
、
ボ
ン
カ

レ
ー
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
へ
の

好
奇
心
を
か
き
立
て
、
食
べ

た
い
と
い
う
本
能
を
呼
び
覚

ま
し
、
夢
の
よ
う
な
食
べ
物

で
し
た
。
ど
う
し
て
も
食
べ

た
く
て
、
母
に
頼
み
込
み
ま

し
た
が
、
当
時
の
親
は
厳
し

く
、
お
い
そ
れ
と
買
っ
て
く

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
買
っ
て
ほ
し
い
と
嘆

願
す
る
と
「
宿
題
ち
ゃ
ん
と

や
れ
」
「
勉
強
し
ろ
」
と
、

高
い
ハ
ー
ド
ル
を
い
く
つ
も

突
き
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
無
理

難
題
を
お
い
そ
れ
と
こ
な
す

よ
う
な
小
僧
で
は
な
か
っ
た

は
ず
が
、
途
中
の
経
緯
は
定

か
で
な
い
も
の
の
、
母
が
粘

り
負
け
た
の
か
、
そ
れ
と
も

小
僧
が
う
ま
く
丸
め
込
ん
だ

の
か
、
あ
る
日
つ
い
に
母
が

コ
ン
ロ
で
ボ
ン
カ
レ
ー
を
温

め
て
い
る
場
面
に
立
ち
会
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
僧
は
固か

た

ず唾
を
飲
ん
で
の

ぞ
き
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
で
早
く
も
違
和
感
を
覚

え
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
で
は
透
明
な

ガ
ラ
ス
鍋
の
中
で
沸
騰
す
る

泡
が
踊
っ
て
い
た
の
に
、
目

の
前
に
あ
る
の
は
普
通
の
ス

テ
ン
レ
ス
鍋
で
、
沸
騰
し
て

い
る
泡
な
ど
見
え
な
い
。
そ

の
ガ
ラ
ス
鍋
越
し
の
沸
騰
す

る
泡
の
光
景
は
、
小
僧
の
夢

描
い
た
ボ
ン
カ
レ
ー
を
食
べ

る
儀
式
に
必
要
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
Ｃ
Ｍ
で
の
、
沸
騰

す
る
お
湯
が
ガ
ラ
ス
鍋
か
ら

泡
と
共
に
吹
き
こ
ぼ
れ
ん
と

す
る
情
景
と
白
い
袋
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
家
で
再
現

し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
小
僧

は
「
そ
れ
は
違
う
！

」
と
強

く
抗
議
し
ま
し
た
が
、
母
に

「
同
じ
よ
」
と
あ
し
ら
わ
れ
、

納
得
が
い
か
な
い
ま
ま
半
分

ケ
チ
が
つ
い
た
状
態
で
じ
っ

と
３
分
間
を
待
ち
ま
し
た
。

つ
い
に
、
ご
飯
の
上
に
ボ

ン
カ
レ
ー
が
か
け
ら
れ
る
瞬

間
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
あ

の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体

操
団
体
決
勝
で
の
鉄
棒
着
地

の
瞬
間
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

「
栄
光
の
架
け
橋
だ
！

」
と

叫
び
声
が
上
が
り
、
「
ゆ
ず
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
出
し

た
あ
の
場
面
、
あ
の
劇
的
瞬

間
に
匹
敵
す
る
、
小
僧
に
と

っ
て
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
Ｃ
Ｍ
の
よ
う
に
湯
気

と
共
に
袋
の
中
か
ら
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
し
た
ニ
ン
ジ
ン
・
じ
ゃ

が
い
も
・
肉
塊
が
こ
ぼ
れ
落

ち
て
く
る
は
ず
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
白
い
お
皿
の
白
い
ご

飯
の
上
に
現
れ
た
の
は
、
Ｃ

Ｍ
の
画
像
と
大
き
く
か
け
離

れ
た
カ
レ
ー
で
し
た
。

今
な
ら
Ｃ
Ｍ
で
は
料
理
の

盛
り
付
け
や
演
出
で
美
味
し

く
見
せ
る
こ
と
な
ど
百
も
承

知
で
す
が
、
小
僧
に
そ
ん
な

知
識
な
ど
あ
る
は
ず
も
あ
り

ま
せ
ん
。

夢
に
ま
で
見
た
ボ
ン
カ
レ

ー
は
、
「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
な

い
」
、
純
粋
な
子
ど
も
心
で

そ
う
思
い
ま
し
た
。
小
僧
は

素
直
に
母
に
言
い
ま
し
た
。

「
食
べ
た
か
っ
た
の
は
こ
れ

じ
ゃ
な
い
」
。
母
は
即
座
に

「
じ
ゃ
あ
、
食
べ
な
く
て
い

い
よ
」
と
返
し
ま
し
た
。
小

僧
は
そ
の
ま
ま
涙
を
こ
ぼ
し

な
が
ら
生
ま
れ
て
初
め
て
の

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
を
口
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
心
の
中
で

思
っ
た
の
で
す
。
「
お
母
さ

ん
が
作
っ
て
く
れ
る
い
つ
も

の
カ
レ
ー
の
方
が
ず
っ
と
お

い
し
い
」
と
。
小
僧
は
そ
れ

以
来
ボ
ン
カ
レ
ー
を
食
べ
た

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

世
の
中
に
は
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

が
あ
り
、
毎
週
２
～
３
種
類

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ン

カ
レ
ー
に
は
罪
が
な
い
け

ど
、
い
ま
だ
、
手
が
伸
び
ま

せ
ん
。
幼
少
期
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

を
克
服
し
た
い
の
か
、
い
つ

の
頃
か
ら
か
ス
パ
イ
ス
カ
レ

ー
作
り
や
カ
レ
ー
名
店
巡
り

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
は

ネ
ッ
ト
情
報
を
基
に
カ
レ
ー

生
活
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
県
医
師
会
館
で
の

仕
事
が
あ
れ
ば
山
奥
か
ら
喜

ん
で
出
動
し
、
仕
事
終
わ
り

に
松
江
の
美
味
し
い
カ
レ
ー

屋
さ
ん
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
、
何
よ
り
の
楽
し
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。	（
一
部
省
略
）
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勤
務
医
の
医
師
会
活
動
参
画
に
向
け
た 

取
り
組
み

「勤務医の医師会活動への
     さらなる参画について」

（全文は日本医師会ホームページ「メンバーズルーム」参照）

勤務医委員会答申（その1）

　勤務医委員会（委員長：一宮仁前福岡県医師会
副会長）は、諮問「勤務医の医師会活動へのさら
なる参画について」に対する答申を取りまとめ、
松本吉郎会長へ提出した（写真下）。その概要を
2回に分けて紹介する。

加
入
意
識
や
参
画
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
。

そ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
ど
こ
ま
で
真し

ん

し摯
に
向
き

合
え
る
か
が
、
医
師
会
の
組

織
体
質
改
善
へ
の
姿
勢
を
問

う
も
の
と
な
る
。

（
２
）
医
学
生
・
研
修
医
と

の
関
係
構
築
を
見
据
え
た
機

会
の
設
定

医
学
生
・
研
修
医
と
の
関

係
構
築
に
向
け
、
各
地
域
医

師
会
で
は
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
医
師
会
勤
務
医
部

会
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

「
医
学
生
と
語
る
会
」
を
継

続
的
に
開
催
し
、
勤
務
医
・

若
手
医
師
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
な
り
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
に
よ
る
少
人
数
対

話
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、「
進
路
」「
働
き
方
」

「
専
門
医
制
度
」
「
女
性
医
師

の
キ
ャ
リ
ア
」
等
の
医
学
生

の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
を
中

心
に
議
論
す
る
こ
と
で
、
医

師
会
が
「
相
談
で
き
る
場
」

「
学
び
の
場
」
で
あ
る
こ
と

を
体
感
で
き
る
機
会
に
も
な

っ
て
い
る
。

今
後
は
、
医
師
会
活
動
へ

の
参
画
を
「
卒
後
に
始
ま
る

も
の
」
で
は
な
く
、
「
医
学

生
期
か
ら
自
然
に
つ
な
が
る

も
の
」
と
し
て
再
設
計
す
べ

き
で
あ
る
。

ま
た
、
医
師
会
活
動
を
「
医

療
政
策
を
学
ぶ
場
」
「
他
施

設
・
他
世
代
と
つ
な
が
る

場
」
「
将
来
の
選
択
肢
を
広

げ
る
場
」
と
し
て
可
視
化
し
、

そ
の
実
利
的
価
値
を
積
極
的

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
医

学
生
・
研
修
医
期
に
お
け
る

「
最
初
の
出
会
い
」
と
「
成

功
体
験
」
を
人
材
育
成
戦
略

と
し
て
制
度
的
に
強
化
す
る

こ
と
が
組
織
強
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

２
．「
勤
務
医
が
望
む
医

師
会
と
そ
の
活
動
」
に 

向
け
て
の
取
り
組
み

（
１
）医
師
会
組
織
に
つ
い
て

勤
務
医
は
地
域
医
療
、
高

度
医
療
、
救
急
医
療
を
支
え

る
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る

が
、
勤
務
環
境
や
価
値
観
の

多
様
化
に
よ
り
現
行
の
医
師

会
制
度
と
の
間
に
乖か

い

り離
が
生

じ
、
医
師
会
活
動
へ
の
参
画

が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。

医
師
会
が
真
に
医
師
の
職
能

団
体
と
し
て
機
能
す
る
た
め

に
は
、
勤
務
医
が
参
加
し
や

す
く
、
そ
の
意
見
が
確
実
に

反
映
さ
れ
る
制
度
設
計
が
不

可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
勤
務
医
に
と
っ
て
、

会
費
負
担
は
医
師
会
入
会
の

大
き
な
障
壁
で
あ
り
、
医
師

会
の
公
益
性
や
活
動
内
容
を

踏
ま
え
つ
つ
、
勤
務
形
態
や

収
入
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な

会
費
体
系
の
導
入
が
求
め
ら

れ
る
。

併
せ
て
、
若
手
・
中
堅
勤

務
医
の
多
様
な
勤
務
形
態
に

応
じ
て
会
員
区
分
を
再
整
理

し
、
各
区
分
の
代
表
が
医
師

会
運
営
に
参
画
で
き
る
仕
組

み
を
整
え
る
こ
と
で
、
勤
務

医
の
声
が
制
度
的
に
反
映
さ

れ
、
医
師
会
活
動
の
実
効
性

と
公
平
性
も
高
ま
る
も
の
と

考
え
る
。

入
退
会
や
異
動
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
し
て

導
入
さ
れ
た
会
員
情
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
に
つ

い
て
も
、
会
員
・
非
会
員
共

に
認
知
度
が
十
分
と
は
言
え

な
い
。
今
後
は
利
用
者
目
線

（
３
）若
手
医
師
の
研
修
や
キ

ャ
リ
ア
形
成
に
対
す
る
支
援

若
手
医
師
・
若
手
勤
務
医

に
と
っ
て
は
知
識
や
技
術
の

習
得
、
臨
床
・
学
術
経
験
の

蓄
積
が
最
大
の
関
心
事
で
あ

り
、
医
師
会
活
動
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
医
師
は
少
な

い
。
し
か
し
、
医
師
会
の
組

織
率
向
上
と
将
来
を
担
う
人

材
育
成
の
た
め
に
は
、
若
手

医
師
に
医
師
会
の
役
割
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
積
極
的
な

参
加
を
促
す
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
あ
る
。

日
本
医
師
会
で
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

〝
若
手
医
師
の
挑
戦
〟」
の
開

催
や
研
修
医
を
含
む
医
学
部

卒
後
５
年
間
の
会
費
減
免
制

度
な
ど
、
医
師
会
活
動
へ
の

理
解
促
進
と
加
入
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
北
海
道
医
師
会

の
〝
若
手
医
師
専
門
委
員

会
〟、
京
都
府
医
師
会
の
〝
臨

床
研
修
屋
根
瓦
塾
〟、
福
岡

県
医
師
会
の
〝
若
手
医
師
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
〟、
大

阪

府

医

師

会

の
〝U40 

OSAKA

〟
等
、
各
都
道
府
県

医
師
会
で
も
研
修
医
・
若
手

医
師
を
対
象
と
し
た
支
援
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
は
、
医
師
会
活
動
の

意
義
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
啓
発
活
動
を
継
続
・
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
術
活

動
・
専
門
医
取
得
に
関
連
し

た
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
に
対
す

る
支
援
等
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
併
せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

１
．医
師
会
活
動
の
認
知
度

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

（
１
）
情
報
発
信

医
師
会
は
、
医
療
政
策
提

言
、
医
師
の
職
業
的
自
律
の

担
保
、
地
域
医
療
体
制
の
維

持
な
ど
、
医
師
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
日
本
医
師
会
に

対
し
て
は
「
政
治
的
団
体
」

「
開
業
医
の
利
権
を
守
る
集

団
」
と
い
っ
た
印
象
が
先
行

し
、
「
何
を
す
る
組
織
な
の

か
分
か
り
に
く
い
」
と
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

日
本
医
師
会
は
、YouTube

で
の
動
画
配
信
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
整
備
等
に
よ
り
情
報

発
信
に
努
め
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
は
関
心
層
が
自
ら
閲
覧

す
る
「
プ
ル
型
情
報
発
信
」

に
と
ど
ま
り
や
す
い
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
メ
ー

ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
やYouTube

へ
誘

導
す
る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
で

の
情
報
提
供
も
積
極
的
に
活

用
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
時
宜
を
得
た
テ
ー

マ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

集
計
・
分
析
結
果
に
対
す
る

医
師
会
の
見
解
や
対
応
を
明

確
に
示
す
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
こ
と
で
、
開
か
れ
た
組

織
と
し
て
の
姿
勢
を
示
し
、

に
立
っ
た
運
用
改
善
と
、
更

な
る
周
知
・
広
報
の
強
化
が

不
可
欠
で
あ
る
。

（
２
）
勤
務
医
の
意
見
集
約

の
場
の
設
定

勤
務
医
が
日
本
医
師
会
の

活
動
へ
主
体
的
に
参
画
し
て

い
く
た
め
に
は
、
勤
務
医
の

意
見
を
継
続
的
か
つ
体
系
的

に
集
約
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
共
有
・
発
信
す
る
た
め

の
「
場
」
を
整
備
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
る
。

現
在
も
全
国
医
師
会
勤
務

医
部
会
連
絡
協
議
会
や
各
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
勤
務
医
委

員
会
、
勤
務
医
部
会
等
、
意

見
集
約
や
交
流
の
枠
組
み
は

存
在
し
て
い
る
が
、
設
置
状

況
や
活
動
内
容
に
は
地
域
差

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
都

道
府
県
医
師
会
で
勤
務
医
の

意
見
を
集
約
す
る
公
式
な
組

織
や
会
合
の
設
置
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
枠
組

み
を
活
用
し
た
横
断
的
な
情

報
共
有
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

ま
た
、
勤
務
医
の
参
画
意

欲
の
向
上
に
は
、
日
本
医
師

会
に
参
画
す
る
こ
と
で
「
何

が
で
き
る
の
か
」「
自
ら
の
意

見
が
ど
の
よ
う
に
政
策
や
提

言
に
反
映
さ
れ
る
の
か
」
を

可
視
化
し
、
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

大
阪
府
医
師
会
で
は
、
大

学
や
地
域
の
病
院
、
行
政
、

医
師
会
が
連
携
す
る
会
議
に

お
い
て
制
度
設
計
の
初
期
段

階
か
ら
勤
務
医
が
議
論
に
参

画
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

好
事
例
を
横
展
開
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
勤

務
医
の
更
な
る
参
画
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
の
活
用
、
医
師
会

活
動
が
医
療
機
関
内
で
適
切

に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
の
検

討
も
望
ま
れ
る
。

（
４
）
医
師
会
が
勤
務
医
に

望
む
役
割
や
活
動
に
つ
い
て

医
師
会
は
地
域
医
療
を
支

え
る
代
表
組
織
で
あ
る
が
、

そ
の
実
効
性
は
医
療
現
場
の

声
を
ど
れ
だ
け
反
映
で
き
る

か
に
掛
か
っ
て
お
り
、
勤
務

医
の
参
画
は
医
師
会
組
織
の

持
続
性
を
高
め
る
上
で
も
不

可
欠
で
あ
る
。

医
師
会
が
勤
務
医
に
望
む

第
一
の
役
割
は
、
病
院
医
療

の
実
情
を
正
確
に
伝
え
る
こ

と
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
へ
の
参
加
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
意
見
聴
取
へ
の
協
力
、
期

間
限
定
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
へ
の
参
画
等
、
無
理
の

な
い
形
で
の
関
与
が
基
本
と

な
る
が
、
長
時
間
労
働
、
当

直
体
制
等
、
日
常
診
療
で
直

面
す
る
課
題
は
短
時
間
の
意

見
表
明
や
簡
潔
な
情
報
提
供

で
あ
っ
て
も
医
師
会
活
動
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
。第

二
に
は
、
病
院
と
地
域

を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
的
役
割
で

あ
る
。
診
療
所
と
病
院
、
急

性
期
医
療
と
在
宅
医
療
を
円

滑
に
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
双

方
の
事
情
を
理
解
す
る
勤
務

医
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。

勤
務
医
が
医
師
会
活
動
に
参

画
す
る
こ
と
で
地
域
医
療
の

全
体
像
や
制
度
を
理
解
す
る

機
会
が
広
が
り
、
結
果
と
し

て
医
師
会
は
よ
り
現
実
的
で

強
固
な
組
織
と
な
る
と
考
え

る
。
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